
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

京都府京丹波町　国保京丹波町病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

当然財務 病院事業 一般病院 50床未満 非設置 47 - - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） －

直営 8 - - 救 へ - - 47 【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

13,616 4,436 第２種該当 - １３：１ 47 - 47

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02

当該値 99.7 96.7 87.9 93.7 98.4 当該値 71.4 69.8 60.2 66.7 68.1 当該値 22.1 27.7 52.1 56.1 60.7 当該値 62.1 59.8 45.8 56.6 55.4

平均値 96.2 94.8 96.1 96.7 98.0 平均値 69.5 67.7 66.8 67.8 65.0 平均値 156.6 106.0 118.7 121.7 132.3 平均値 63.4 62.3 59.4 61.4 55.9

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02

当該値 24,422 23,833 23,928 26,633 27,055 当該値 5,749 5,851 5,878 6,126 6,889 当該値 83.4 90.7 108.2 96.9 91.7 当該値 10.5 9.7 9.2 10.2 9.3

平均値 24,479 25,136 26,485 27,761 29,162 平均値 8,000 8,023 8,109 8,307 8,904 平均値 79.5 81.1 81.6 80.1 87.1 平均値 17.6 17.4 16.0 16.0 15.9

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02

当該値 30.4 34.6 37.2 40.9 43.9 当該値 45.0 56.4 65.3 74.0 77.3 当該値 43,322,085 43,386,553 45,279,809 45,244,191 45,831,000

平均値 52.7 52.8 54.2 55.4 57.6 平均値 70.5 68.9 70.2 72.0 72.3 平均値 41,785,853 44,571,078 45,346,697 44,774,257 46,069,366

経営比較分析表（令和2年度決算）

公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 年度 - 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

国保京丹波町病院は、昭和３０年５月の開設以来、開
業医のいないこの地域のかかりつけ医的な役割を担っ
ており、病床機能を有し、救急対応や公衆衛生活動を
提供し地域医療を守り続けている。また、在宅医療も
推進し、医療・介護・保健・福祉を継続的かつ一体的
に提供する「地域包括ケアシステム」の拠点病院の役
割を担い、地域住民のくらしを守っている。
（本分析には国保京丹波町病院と町直営の３診療所が
含まれるが、病院が唯一、病床を運営し、会計規模に
おいても８割以上を占めるため、全体として、主に国
保京丹波町病院の分析となっている。）

昨年度、患者数の急回復を達成した入院事業は今年度も病床利用率を昨年度水
準で維持し、下落した類似病院平均値にも迫った。一方、外来事業は患者数が
対前年度比１６．１％の大幅減となった。収益面では、入院では昨年度に続き
内科常勤医師が２名と内科専攻医１名の体制が患者確保に繋がったことと、２
０２５年問題や地域的ニーズに応えて導入した地域包括ケア病床の稼働向上に
より、患者一人一日当たりの入院収益が対前年度比で１．６％増の２７，０５
５円まで伸びたことも寄与した。一方、外来では新型コロナウイルス感染症の
影響により、患者数が令和２年１月から対前年度割れをはじめ今年度は年間通
じて割り込み続けた結果、対前年度比５．７％の大幅な収益減となった。
費用については依然として人件費のウェイトが大きいが、昨年度の９６．９％
から更に改善し９１．７％となり、対照的に大幅に上昇した類似病院平均値に
近づくことが出来た。また、人件費に加え薬品費削減にも注力し、嵩んだコロ
ナ対策経費は国府の補助金を活用することで軽減することが出来た。この結
果、経常収支比率は平成２８年度の水準まで大きく前進し、１００％にあと少
しというところまで迫ることができた。
新型コロナウイルス感染症で先が見通せない中、今後も常勤医師の確保を維持
し、患者数の増加と職員給与費等経費の削減に注力しないといけない。

取得価格の全体に占める割合の多きい国保京丹波
町病院の建物は平成１６年に新築した鉄筋コンク
リート造のため、耐用年数が長く有形固定資産減
価償却率は低い水準である。一方、医療機器が多
くを占める器械備品減価償却率が毎年上昇してい
るのは、高額な機器を修繕しながら少しでも使用
期間を延ばして経費の節減に努めているためであ
る。結果、１床当たり有形固定資産の額は緩やか
に償却が進み、類似病院平均値と同程度となっ
た。

コロナ禍にもかかわらず、入院収益を、急回復した昨年度
並みに維持できたことは大きな成果であった。その要因は
昨年度において医師確保の努力が実り、国保京丹波町病院
に内科常勤医師２名と内科専攻医１名の体制を確保出来た
ことにより病病、病診、介護系施設との連携が円滑に進ん
だ結果、病床稼働率を昨年度水準に維持出来たたためであ
る。また、地域包括ケア病床の稼働が更に上がったことに
より入院単価も上昇したことが大きい。入院事業には施設
基準に沿った人的な医療資源を多く投入していることか
ら、病床稼働率や入院収益の上昇が経営改善に直結するこ
とになる構造だが、その結果が形となって表れた。
一方、外来患者数の下落は１年通じて回復することが出来
なかった。
引き続き、医師確保に努力し、経費節減に努めることで、
新公立病院改革プランに沿った健全経営に取り組んでい
く。
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③１床当たり有形固定資産(円)
【49,168,683】
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